
[ギリシア人とポリス] 

 

ギリシア人はポリスと呼ばれる都市国家を建設して集住(シモイキスモス)していた。 

また、ギリシア人は方言によって分けられ、代表的なものが次の３つ。 

・イオニア人…アテネを建設 

・ドーリア人…スパルタを建設 

・アイオリス人…テーベを建設 

 

※各ポリスは争いを繰り広げる一方で、同じギリシア人としての同胞意識も持っていた。 

・ヘレネス…ギリシアの自称。ギリシア人は英雄ヘレンの子とすることに由来。 

・バルバロイ…異民族の蔑称。訳の分からない言葉を喋るものという意味 

 

〈ポリスの構造〉 

アクロポリス(城山)…各ポリスの神殿などがある丘。城塞を持つものも多い。 

アゴラ…アクロポリスのふもとにある広場。平民は政治的談議などを行った。 

 

〈ポリスの行事、祭祀〉 

オリンピアの祭典…４年に一度の大運動会。開催中はポリス同士の抗争は停止された。 

デルフォイの信託…デルフォイの神殿で与えられるお告げ。 

 

〈植民市の発展〉：各ポリスは人口の増加に従って植民市をギリシア外に建設し始めた 

ネアポリス…現在のナポリ。ネア(新しい)・ポリスという意味。 

マッサリア…現在のマルセイユ。フランス南部。 

ビザンティオン…現在のイスタンブール(トルコ共和国)。何度も改称した都市。 

 

※その他、イオニア地方にも植民市を建設した。 

 


